




















（ 1 ）  本稿においては原則的に、"σῶμα" および "corpus" には「身体」、"σάρξ" および "caro" には「肉」と
いう用語を充てており、それに嵌らないものに関しては注記している。
（ 2 ）  出村みや子『聖書解釈者オリゲネスとアレクサンドリア文献学』、知泉書館 2011 年、54 頁、参照。
（ 3 ）  たとえば、以下のものが挙げられる：J. Daniélou, trs. by W. Mitchell, Origen, London: Sheed and Ward 
1955, pp.217-219; D.G. Bostock, Quality and Corporeity in Origen, in: Origeniana Secunda, Roma: Edizioni 
dell’ Ateneo 1980, pp.323-337; 有賀鐵太郎『オリゲネス研究』、創文社 1983、342-351 頁 ; J.W. Trigg, 
Origen: The Bible and Philosophy in the Third-Century Church, Atlanta: John Knox Press 1983, pp.103-115; 
J.F. Dechow, Origen and Corporeality: The Case of Methodius’ On the Resurrection, in: Origeniana Quinta, 
Leuven:University Press/Peters 1992, pp.509-518; J.C. Smith, The Ancient Wisdom of Origen, London/Tronto: 
Bucknell University Press 1992, 48-70; J.J. Alviar, KLESIS The Theology of the Christian Vocation according to 
Origen, Blackrock/Co. Dublin/Ireland: Four Courts Press 1993, pp.156-160; S. Thomas, “Anthropology” in: 
The Westminster Handbook to Origen, ed.by J.A. McGuckin, Louisville/London: Westminster John Knox Press 
2004, pp.53r-58r; P. Tzamalikos, Origen: Cosmology and Ontology of Time, Leiden/Boston: Brill Academic 
Publishers 2006, 112-116.















　「『霊』spiritus に属すると言われるものはすべて霊の意思 voluntas であり、『肉の働
き』opera carnis と言われるものはすべて肉の意思であるのは確かである。そこで、







いない。W. Gessel, Die Theologie des Gebetes nach>De oratione<von Origenes, München/Paderborn/Wien 
1975, SS.78-79.
（ 6 ）  オリゲネス『諸原理について』（以下、"PA" と略す。なお、邦訳は基本的に小高毅に従ったが、この
箇書における「肉体」は本稿では「身体」と訳し変えた。）4, 2, 4; "σώματος καὶ ψυχῆς καὶ 
πνεύματος"/"ex corpore et anima et spiritu" (Görgemanns-Karpp [ 以下 "GK" と略す ] 313, 2/20.) 
（ 7 ）  ComRm1, 18.
（ 8 ）  オリゲネスがⅠテサロニケ 5,23 に従って「霊と身体と魂」というさいの「身体」は "σῶμα" であっ
たが、そのそれぞれの意思について言及する箇所において、それはルフィヌスによって "caro" と羅
訳されている。これは、先のⅠテサロニケ 5,23 から引用された "σῶμα" を、ルフィヌスが "σάρξ" と




"σῶμα" が文脈によって "corpus" 以外の語に訳されていることはあったが、「肉」を表す "caro" ある
いはそこから派生する語に訳されている箇所は皆無であった。






　「身体 corpus は自分の本性 natura の特性 proprietas に従って生命のないもの mortuus

























大学神学研究会）58 号、2011 年、57-68 頁、参照。
（13）  Cf. Ⅰテモテ 2,8-10. 


































（20）  PE31,3(GCS3,396,21-24);" …καὶ ἡ γονυκλισία δὲ ὅτι ναγκαία ἐστὶν, ὅτε τις μέλλει τῶν ἰδίων ἐπὶ 
θεοῦ ἁμαρτημάτων κατηγορεῖν, ἱκετεύων περὶ τῆς ἐπὶ τούτοις ἰάσεως καὶ τῆς ἀφέσεως αὐτῶν, 
εἰδέναι χρὴ ὅτι σύμβολον τυγχάνει τοῦ ὑποπεπτωκότος καὶ ὑποτεταγμένου,…"（「また、跪くの
は、[ 自分の諸々の罪 ] に対するいやしとゆるしを懇願しつつ、自分の諸々の罪を神のみ前に申し述
べるときにとらねばならない [ 姿勢 ] であり、それはへりくだり、服従するものの象徴であることを
知らねばなりません。」）
（21）  PE31,7(GCS3,400,9-11);"…διὰ τοῦτο οἶμαι καὶ τοὺς ἐν ῾Ιερουσαλὴμ καὶ πάσῃ τῇ ᾿Ιουδαίᾳ ἐν 
































































（28）  PA2,2,1 (GK112,7-8) ;"…si possibile est penitus incorporeas remanere rationabiles naturas,"  本 稿 で は、
"corpus" を「身体・物体」、"materies" を「物質」、"substantia" を「実体」、"natura" を「本性・存在者」、
と邦訳する。
（29）  PA2,2,2(GK112,20-22);"...sed numquam sine ipsa eas vel vixisse vel vivere: solius namque trinitatis incorporeal 






















































（39）  またその逆もありうる。Cf.ComRm1,6;「私どもの魂もしくは意志を [ 献げることです ]。それは、敬
































（43）  Cf.PA3,6,6(GK288,26-289,8);「･･･ 聖なる使徒 [ パウロ ] は、死者の中から復活した者に新しい身体
nova corpora が与えられるのではなく、生きていた時に所有していた、その同じ身体が、劣った [ 状
態 ] からすぐれた状態へと変化させられたものとして与えられると、はっきり言い切っているからで







































（47）  PA2,3,2(GK115,11-116,2);"…ergo material corporis  ,quae nunc corruptibilis est,induet  incorruptionem,cum 
perfecta anima et dogmatibus  incorruptionis  instructa uti eo coeperit. Et nolo mireris si velut  indumentum 
corporis  perfectam animam dicimus,quae  propter  verbum dei  et  sapientiam  eius  nunc ‘incorruptio’ 
nominatur:cum  ipse utique qui  est dominus et  creator  animae Christus  Iesus  indumentum sanctis  esse 
dicatur,sicut  apostolus dicit:Induite vos dominum Iesum Christum.Sicut  ergo Christus  indumentum est 
animae,ita intellegibili quadam ratione etiam anima indumentum esse dicitur corporis.Ornamentumenim eius est 
celans et contegens eius mortalem naturam."
76－　　－
オリゲネスの身体観
　ゆえに、先の内容に関しては、以下のように理解することができる。すなわち、魂
は限りなく霊的性質を帯びてやがて完成し、魂と共に歩んできた身体がその完成され
た魂を「着る」とき、その身体によって進歩した魂のゆえに、霊的なものと「され
る」。ここに、不死性も獲得される。（48）
結 .
　以上、とくに祈祷のさいの身体に焦点を当ててオリゲネスの身体観について考察を
行ってきた。ここで短くまとめてみたい。
　物体である身体を纏った人間の魂は、物体が精神の活力や洞察を鈍くさせるた
め（49）、霊に向かって歩むことがより困難になった。しかし簡単に歩めるのなら、悪
への嫌悪感は湧かず、簡単に到達出来る進歩を焦がれ求めることはない。ただ、必要
なものに対しては、人間の生理がそれを示すように、それが手に入らないほど手に入
れたい衝動は大きくなる。ゆえに、魂にとって必要な進歩は、それが与えられなけれ
ば与えられないほどそれを得たいという願いが沸く。それゆえ、身体は魂にとって、
その時には苦痛をあたえるものではあっても、魂のためには絶対に欠かせないもので
ある。もし身体がないなら、人間の魂は救われないままの状態となる。神は人間の救
いを望んだからこそ人間に身体を与えられた。魂は身体によって苦難を負い、浄化さ
れ、そしてやがて霊的身体となる。
　加えて、身体は魂に苦難を与えるだけでなく、たとえば姿勢によって、魂を先導す
ることもできる。この先導は、本来魂を妨げているところを妨げないようにする、と
いう消極的な場合と、魂だけでは難しいところを身体が助け促すという積極的な場合
とを考えることができる。魂を限定すると考えられている身体がもし魂に霊的な方向
性を妨げることしかもたらさないのであれば、消極的な先導として、極力存在感を弱
めることでしか助力できない。しかし、手を伸ばし、目をあげ、跪くという祈りの姿
勢は、脱力した安楽な状態ではなく身体にとって努力がいるのであり、つまりその姿
勢を保持することにいくらか意識を使う必要がある。ということは、その姿勢を保持
する、あるいは保持しているという意識が、霊的な方向性を促すと考えられる。つま
り、身体は魂を導くそのような積極的な働きをなすこともできるのである。オリゲネ
ス自身の直接的な言葉としてそれを確認するには到らなかったが、彼の身体理解には
そのような側面を見ることができる。
（48）  PA2,3,2.
（49）  PA1,7,5;2,3,3.
